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研
究
会
活
動
報
告

　
人
文
科
学
研
究
所
で
は
、
二
〇
〇
⊥
ハ
年
度
よ
り
学
内
の
様
々
な
分
野
の
教
員
の

専
門
的
知
識
を
活
用
し
、
ま
た
教
員
間
の
交
流
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

共
同
研
究
を
発
足
し
た
。
そ
の
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
明
治
の
精
神
研

究
会
と
題
さ
れ
た
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
明
治
の
精
神
研
究
会
は
、
人
文
科
学
に
関
係
す
る
様
々
な
分
野
か
ら
多
面
的
に

明
治
と
い
う
時
代
や
近
代
化
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
同
研
究
会

は
学
内
の
教
員
を
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
い
る
が
、
学
外
か
ら
も
講
師
を
招
聰

し
、
ま
た
学
内
外
を
問
わ
ず
参
加
者
を
募
り
、
開
か
れ
た
共
同
研
究
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
、
共
同
研
究
終
了
後
に
あ
ら
た
め
て
公
刊
す
る
予
定

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
第
一
回
か
ら
第
三
回
ま
で
の
研
究
会
の
概
要
を
報
告
す
る
。

各
回
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

参場日テ報第
加　　1告一
者所時マ者回

　
鳥
井
正
晴
氏
に
よ
る
報
告
は
、

『
こ
こ
ろ
』

再
検
討
し
、

鳥
井
正
晴
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
教
授
）

「
明
治
の
精
神
」
1
そ
の
典
拠
と
漱
石
・
鴎
外
、
芥
川
の
意
識
一

二
〇
〇
六
年
七
月
頃
〇
日
（
日
）
　
午
後
三
時
三
〇
分
～
午
後
五
時

相
愛
大
学
大
学
棟
U
二
四
〇

一
三
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
会
の
タ
イ
ト
ル
の
典
拠
で
あ
る
夏
目
漱
石

の
一
節
を
起
点
に
、
夏
目
漱
石
が
「
明
治
の
精
神
」
と
呼
ぶ
も
の
を

　
漱
石
に
お
け
る
「
明
治
」
と
い
う
時
代
観
や
国
家
観
に
迫
る
と
い
う

趣
旨
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
注
目
さ
れ
た
の
が
、
漱
石
と
同
世
代
の
作
家
と
目
さ

れ
る
森
鴎
外
と
の
認
識
の
共
有
で
あ
り
、
芥
川
龍
之
介
や
志
賀
直
哉
、
武
者
小
路

実
篤
ら
次
世
代
の
作
家
と
の
認
識
の
ず
れ
で
あ
る
。
報
告
は
そ
の
異
同
に
焦
点
を

合
わ
せ
、
そ
れ
が
何
に
由
来
す
る
の
か
を
問
い
、
幕
末
に
生
ま
れ
た
漱
石
・
鴎
外

の
素
養
や
明
治
憲
法
制
定
に
関
す
る
認
識
、
官
費
で
の
留
学
体
験
な
ど
、
い
く
つ

か
の
仮
説
が
提
起
さ
れ
た
。

　
報
告
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
漱
石
に
お
け
る
「
明
治
の
精
神
」
と
江
戸

時
代
の
知
と
の
連
続
性
の
有
無
、
「
明
治
の
精
神
」
の
思
想
的
な
内
実
、
さ
ら
に

は
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
「
明
治
の
精
神
」
と
い
う
言
葉
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
意

味
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
論
点
が
提
出
さ
れ
た
。

参場日テ報第
加　　1告二
者所時マ者回

　
呉
谷
充
利
氏
に
よ
る
報
告
は
、

純
に
よ
る
寄
付
行
為
を
手
が
か
り
に
、

る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。

友
家
の
家
憲
と
の
関
連
性
や
、

建
築
・
装
飾
な
ど
に
見
ら
れ
る
特
徴
な
ど
を
踏
ま
え
、

い
て
、

つ
た
と
す
る
問
題
提
起
は
、

”
呉
谷
充
利
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
現
代
社
会
学
科
教
授
）

H
住
友
吉
左
衛
門
友
純
と
府
立
図
書
館
一
芸
術
と
し
て
の
明
治
1

”
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
五
日
（
水
）
　
午
後
二
時
～
午
後
五
時

H
相
愛
大
学
大
学
棟
U
二
四
〇

”
八
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
立
図
書
館
創
設
時
の
住
友
吉
左
衛
門
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
世
か
ら
近
代
へ
の
精
神
性
の
継
承
を
探

　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
わ
け
、
住
友
吉
左
衛
門
友
純
の
寄
付
行
為
と
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
家
と
懐
徳
堂
と
の
関
わ
り
、
府
立
図
書
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
立
図
書
館
の
創
設
に
お

山
片
幡
桃
に
代
表
さ
れ
る
近
世
大
坂
の
合
理
主
義
が
不
可
欠
な
要
素
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
単
に
文
化
の
歴
史
的
連
続
性
を
強
調
す
る
の
み
な
ら
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ず
、
国
体
論
の
よ
う
な
復
古
主
義
と
も
西
洋
化
を
掲
げ
る
欧
化
主
義
と
も
異
な

る
、
近
世
的
合
理
主
義
に
基
づ
く
近
代
化
思
想
の
系
譜
の
存
在
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
報
告
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
府
立
図
書
館
の
装
飾
の
意
味
・
意
図
、
ま

た
そ
の
建
築
や
装
飾
へ
の
住
友
吉
左
衛
門
三
無
の
関
与
の
程
度
、
江
戸
と
明
治
あ

る
い
は
大
阪
（
共
同
体
）
と
近
代
国
家
（
市
民
社
会
）
、
文
化
と
文
明
な
ど
を
対

置
す
る
図
式
の
妥
当
性
な
ど
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
明
治
を
江
戸
と
の
連
続
性
に

よ
っ
て
捉
え
る
と
い
う
視
点
の
射
程
を
め
ぐ
る
認
識
の
深
化
が
図
ら
れ
た
。

参場日テ報第
加　　 1告三
者所時マ者回

　
藤
原
正
信
氏
に
よ
る
報
告
は
、

焦
点
を
あ
わ
せ
、

い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。

が
、
報
告
は
こ
の
点
に
つ
き
、

ど
諸
宗
教
と
の
関
係
を
分
節
化
し
た
政
策
、

識
人
や
福
沢
諭
吉
ら
啓
蒙
知
識
人
な
ど
の
反
応
、

す
る
限
り
、

年
代
初
頭

説
よ
り
も
早
い
時
期
で
の
確
立
を
主
張
す
る
。

藤
原
正
信
（
龍
谷
大
学
文
学
部
史
学
科
国
史
学
専
攻
助
教
授
）

日
本
近
代
の
権
威
と
権
カ
ー
ミ
カ
ド
の
政
府
の
精
神
的
基
盤

二
〇
〇
六
年
＝
一
月
一
六
日
（
土
）
　
午
後
二
時
～
午
後
六
時

相
愛
大
学
大
学
棟
U
二
四
〇

七
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
期
の
い
わ
ゆ
る
国
家
神
道
確
立
の
問
題
に

　
　
　
そ
の
確
立
時
期
と
信
仰
と
し
て
の
様
態
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と

　
　
　
　
　
従
来
、
確
立
時
期
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
あ
る
国
家
神
道
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
民
衆
へ
の
教
化
政
策
や
、
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ら
へ
の
島
地
黙
雷
ら
真
宗
系
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
は
民
衆
の
反
応
に
注
目

　
一
八
七
〇
年
代
半
ば
（
明
治
八
年
前
後
）
か
ら
遅
く
と
も
一
八
八
○

（
明
治
】
五
年
前
後
）
に
は
国
家
神
道
が
確
立
さ
れ
た
と
、
従
来
の
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
信
仰
と
し
て
の
様
態
に
つ

い
て
は
、
国
家
神
道
が
神
道
非
宗
教
論
に
立
脚
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を

受
容
し
た
人
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
と
矛
盾
を
き
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
真

俗
二
諦
の
よ
う
な
信
仰
の
二
元
的
（
霊
的
／
世
俗
的
）
秩
序
が
形
成
さ
れ
た
と
す

る
仮
説
が
提
起
さ
れ
た
。

　
報
告
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
国
家
神
道
の
確
立
と
護
諺
律
・
新
聞
紙
条

例
な
ど
強
権
的
政
策
と
の
関
連
性
、
国
家
神
道
を
可
能
に
し
た
の
は
強
権
的
な
言

論
統
制
か
人
々
の
自
発
的
な
服
従
か
と
い
う
問
題
、
国
家
神
道
へ
の
真
宗
の
対

応
、
国
家
神
道
と
信
教
の
自
由
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
明
治
期

に
お
い
て
精
神
的
秩
序
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
め
ぐ
る
問
題
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嘉
戸
↓
将
）
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第総
条型

相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
規
程

相
愛
大
学
学
則
第
五
二
条
に
基
づ
き
、
本
学
に
付
属
研
究
・
教
育

機
関
と
し
て
相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
以
下
、
「
研
究
所
」

と
い
う
）
を
置
く
。

（
目
的
）

第
二
条
　
研
究
所
は
人
文
科
学
及
び
そ
の
隣
接
領
域
の
研
究
並
び
に
普
及
を

　
　
　
　
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

笙事
事茎

　
　
一

　
　
二

　
　
三

　
　
四

　
　
五

　
　
六

（
部
門
）

第
四
条

研
究
所
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

、
つ
。

各
専
門
分
野
に
お
け
る
学
術
の
研
究

研
究
会
、
講
演
会
の
開
催

共
同
研
究
調
査

委
託
研
究
調
査

紀
要
、
そ
の
他
必
要
な
出
版
事
業

そ
の
他
、
研
究
所
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

次
の
事
業
を
行

研
究
所
は
、
事
業
の
遂
行
に
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、
専
門
別
の

研
究
部
門
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
組
織
）

第
五
条
　
研
究
所
は
所
長
の
他
、
下
記
の
所
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
　
研
究
員
　
　
若
干
名

　
　
二
　
研
究
所
助
手
　
一
名

　
　
三
事
務
職
員
　

一
名

（
所
長
）

第
六
条
　
所
長
は
研
究
所
を
代
表
し
、
こ
れ
を
統
括
す
る
。

　
　
二
　
所
長
は
教
授
会
の
議
を
経
て
学
長
が
任
命
す
る
。

　
　
三
　
所
長
の
任
期
は
二
年
遅
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
研
究
員
）

第
七
条
　
研
究
員
は
本
学
の
専
任
教
員
の
兼
担
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
　
　
　
ま
た
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
研
究
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
営
委
員
会
）

第
八
条
　
研
究
所
に
運
営
委
員
会
を
置
く
。

　
　
二
　
運
営
委
員
会
は
、
所
長
、
研
究
員
及
び
人
文
学
部
主
任
会
構
成
員

　
　
　
　
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

　
　
三
　
運
営
委
員
会
は
、
研
究
所
の
運
営
維
持
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

（
改
廃
）

第
九
条
　
本
規
程
の
改
廃
は
運
営
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
教
授
会
の
議

　
　
　
　
を
経
て
、
学
長
が
行
う
。

附　附　附
貝［J　貝11　貝IJ

こ
の
規
程
は
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

本
改
正
規
程
は
平
成
一
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

本
改
正
規
程
は
平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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〔
彙

報
〕

・
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
度
公
開
講
座

テ
ー
マ
「
都
市
」

場
所
・
教
室
（
時
間
）
南
港
学
舎
・
R
四
〇
｝
（
午
後
二
時
～
四
時
）

日
程
・
題
目
・
講
師

①
九
月
三
〇
日
（
土
）

　
　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
　
1
住
民
の
活
動
と
持
続
可
能
性
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
P
O
政
策
研
究
所
理
事
長

②
一
〇
月
七
日
（
土
）

　
　
中
之
島
か
ら
大
阪
が
見
え
る
　
一
生
と
し
て
の
都
市
1
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

③
＝
月
四
日
（
土
）

　
　
江
戸
時
代
の
大
阪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

④
＝
月
＝
日
（
土
）

　
　
ア
メ
リ
カ
黒
人
文
学
の
中
の
都
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
副
学
長

⑤
＝
月
一
八
日
（
土
）

　
　
都
と
文
学
　
－
長
安
・
飛
鳥
を
中
心
に
一
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

直
田
春
夫

呉
谷
充
利

千
葉
真
也

山
下
　
昇

孫
　
久
富

・
相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
　
学
外
公
開
講
座
　
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
日

　
北
御
堂
（
本
願
寺
津
村
別
院
）
に
て

〔
講
演
〕

　
「
奈
良
朝
貴
族
の
仏
道
修
行
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授
　
山
本
幸
男

　
六
世
紀
前
半
に
公
臥
し
て
以
来
、
仏
教
は
祖
霊
信
仰
と
結
び
つ
き
豪
族
・
貴
族
層
に
受
容

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
中
国
で
は
、
皇
帝
が
仏
教
を
崇
敬
し
、
イ
ン
ド
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
仏
典
の
翻
訳
を
奨
励
し
た
た
め
、
日
本
の
為
政
者
に
は
仏
教
は
先
進
的
な
文
化
と
認
識

さ
れ
、
遣
階
使
や
遣
唐
使
を
介
し
て
最
新
の
仏
教
研
究
の
成
果
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
律
令
国
家
が
成
立
し
た
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
国
分
寺
や
東
大
寺
の
大
仏

に
代
表
さ
れ
る
日
本
的
な
仏
教
文
化
が
花
開
く
の
で
す
が
、
と
い
っ
て
個
の
救
済
さ
ら
に
は

一
切
の
衆
生
の
救
済
と
い
う
仏
教
本
来
の
目
的
が
理
解
さ
れ
実
践
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
奈
良
時
代
の
仏
教
は
「
国
家
の
た
め
の
仏
教
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
仏
教
本
来
の
目
的
を
真
摯
に

追
究
し
よ
う
と
し
た
人
々
（
貴
族
）
も
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
で
は
、
こ
れ
ま
で
余
り
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
奈
良
朝
貴
族
の
仏
道
修
行
の
あ
り
方
を
考
察
し
、
当
時
の

仏
教
が
秘
め
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
演
奏
〕

　
チ
ェ
ロ

　
ピ
ア
ノ

　
　
・
E

　
　
・
S

　
　
・
R

　
本
学
音
楽
学
部
教
授
　
斉
藤
至
宝

　
音
楽
学
部
卒
業
生
　
細
見
理
恵

・
エ
ル
ガ
ー
　
愛
の
あ
い
さ
つ

ラ
フ
マ
ニ
ノ
ブ
　
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
　
東
洋
風
舞
曲

シ
ュ
ー
マ
ン
　
ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
ア
レ
グ
ロ

ヴ
ォ
カ
リ
ー
ズ

　
　
　
編
集
後
記

　
人
文
科
学
研
究
所
設
置
か
ら
や
が
て
三
年
置
歳
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
研
究
所
の

活
動
は
年
々
充
実
を
見
せ
、
今
回
、
待
望
の
「
研
究
年
報
」
創
刊
号
を
発
行
、
皆
様
に
お
届

け
で
き
る
運
び
と
な
っ
た
。
研
究
員
と
し
て
一
番
新
し
く
仲
間
入
り
し
、
公
開
講
座
（
「
都

市
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
、
ま
た
「
奈
良
朝
貴
族
の
仏
道
修
行
」
）
と
「
明
治
の
精

神
」
研
究
会
の
内
容
か
ら
は
一
番
遠
く
に
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
私
が
編
集
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
、
少
し
ば
か
り
の
困
惑
も
あ
っ
た
が
、
他
の
研
究
員
の
方
々
と
共
に
何
と
か

こ
こ
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
と
い
う
感
で
あ
る
。
本
号
が
今
年
度
の
研
究
所
活
動
の
報
告
と
な
る

と
共
に
、
今
後
の
活
動
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
下
　
有
子
）


